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(54)【発明の名称】 内視鏡用生検鉗子

(57)【要約】
【課題】  非交差型のリンク機構が適用された生検鉗子
において、リンク機構を構成するカップと一体のリンク
の薄肉化に伴う生検鉗子全体の細径化と、リンク機構の
耐久性の向上との両立を図る。
【解決手段】  操作ワイヤ３０の進退動作を開閉動作に
変換する非交差型のリンク機構２０によって、一対のカ
ップ１１を操作ワイヤ３０に連結する。リンク機構２０
は、各カップ１１に一体に形成された第１のリンク２１
と、第１のリンク２１にピン２３を介して連結された第
２のリンク２２とからなる。第１のリンク２１における
第２のリンク２２へのピン結合部に、内側に突出するボ
ス４０を形成し、ピン結合部の強度を上げる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  シース管内に挿通された操作ワイヤと、
該操作ワイヤの先端に取り付けられ、操作ワイヤの進退
により開閉する一対の鉗子部材とを備えた内視鏡用生検
鉗子であって、
前記一対の鉗子部材は、開閉自在に連結され、かつ、互
いに噛み合う刃が形成されており、
各鉗子部材に一体に形成された第１のリンクと、該第１
のリンクと屈曲自在にピン結合される第２のリンクとで
構成され、前記第２のリンクそれぞれと前記操作ワイヤ
とを連結することにより、前記操作ワイヤの進退動作を
鉗子部材の開閉動作に変換する一対のリンク機構を備
え、
前記各リンク機構は、互いに交差せずに隣接する非交差
型であり、
前記第１のリンクにおける前記第２のリンクへのピン結
合部に、厚肉部が形成されていることを特徴とする内視
鏡用生検鉗子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡によって体
腔内の患部を観察しながら組織の採取等を行うために用
いる生検鉗子に関する。
【０００２】
【従来の技術】上記内視鏡は、体腔内を観察し、必要に
応じて患部の切開、縫合、採取、注射、異物の摘出、破
砕等の処置を行う手段として、医療分野において広く用
いられている。処置を行うための処置具は、内視鏡に設
けられた処置具チャンネルに挿入され、内視鏡の先端部
の処置具出口から突出した状態で、操作ワイヤの操作に
より処置動作がなされる。操作ワイヤは内視鏡の操作部
に設けられた操作桿に接続されており、この操作桿の押
し引き操作により操作ワイヤが押し引きされる。処置具
は、処置内容に応じたものが各種提供されているが、組
織採取用の生検鉗子は処置具の中でも一般的である。生
検鉗子は、通常、組織を噛み取る一対の開閉式カップを
備えており、操作ワイヤを押し引きするとカップが開閉
するようになっている。
【０００３】図３は、従来の生検鉗子の一例を示してい
る。この生検鉗子は、開閉軸１０を介して開閉自在に連
結された一対のカップ１１を主体としており、これらカ
ップ１１が、それぞれリンク機構２０Ａを介して操作ワ
イヤ３０の先端の継手金具３１に連結されている。この
場合のリンク機構２０Ａは、カップ１１と一体に形成さ
れた板状の第１のリンク２１と、同じく板状の第２のリ
ンク２２とから構成されている。各第２のリンク２２
は、一端が１つの基端軸２４を介して操作ワイヤ３０の
先端に固定された継手金具３１に揺動自在に連結され、
他端がそれぞれピン２３Ａを介して第１のリンク２１に
揺動自在にピン結合されている。なお、図３において、
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符号３２は操作ワイヤ３０が通される密着巻きコイル管
からなるシース管、３３はシース管３２の先端部を覆っ
て装着され、かつ、開閉軸１０および基端軸２４を支持
する円筒状の軸受である。軸受３３にはスリット３３ａ
が形成されており、このスリット３３ａにリンク機構２
０Ａが収納されている。
【０００４】この生検鉗子によれば、操作ワイヤ３０を
押す（図３で矢印Ｆ方向に進出させる）と、各リンク機
構２０Ａがピン２３Ａを軸として屈曲し、カップ１１が
開閉軸１０を支点として開く。一方、操作ワイヤ３０を
引く（矢図３で矢印Ｒ方向に退行させる）と、各リンク
機構２０Ａは伸び、カップ１１は閉じる。カップ１１が
閉じた状態で互いに当接するカップ１１のエッジには刃
１１ａが形成されており、開いた状態で患部の組織を挟
み、閉じると刃１１ａが噛み合って組織を噛み取ること
ができる。
【０００５】上記従来の生検鉗子の各リンク機構２０Ａ
は、図３（ｂ）で明らかなように、第１のリンク２１と
第２のリンク２２とが互い違いに交差している交差型で
あり、このようなリンク機構２０Ａが適用された生検鉗
子は、例えば、特開平７－１２４１６８号公報等に開示
されている。図３に示した交差型のリンク機構２０Ａで
は、屈曲動作あるいは伸張動作の終焉付近においてリン
ク機構２０Ａが互いに干渉し合う。この干渉は、場合に
よってはカップ１１が十分に開かなくなったり、カップ
１１どうしが確実に噛み合わなかったりする不具合を招
くので、これを回避するために、第２のリンク２２の軸
間距離Ｌ１を適宜に長く設定している。しかしながら、
生検鉗子はフレキシビリティが無い硬性部品であり、こ
のような硬性部品が長くなってしまうことは、内視鏡の
処置具チャンネルへの挿入のしやすさや体腔内における
遠隔操作のしやすさ等を著しく阻害することになる。
【０００６】このような交差型のリンク機構が抱える問
題は、非交差型のリンク機構により解決が図られる。図
４は、非交差型のリンク機構が適用された生検鉗子を示
している。図４では、図３と同一構成要素には同一の符
号を付しており、この場合の第１のリンク２１および第
２のリンク２２からなる一対のリンク機構２０Ｂは、ピ
ン２３によって連結されていることにより、互いに交差
することなく側方に隣接している。この非交差型のリン
ク機構２０Ｂによれば、ピン２３を軸として屈曲するリ
ンク機構２０Ｂどうしの干渉は生じないので、第２のリ
ンク２２の軸間距離Ｌ２をカップ１１の開閉に必要な距
離にとどめることができる。したがって、生検鉗子全体
を短くすることができ、内視鏡の処置具チャンネルへの
挿入のしやすさや体腔内における遠隔操作のしやすさ等
の向上が図られる。なお、非交差型のリンク機構が適用
された生検鉗子は、例えば、特開平１１－１１３９１９
号公報等に開示されている。
【０００７】ところで、生検鉗子にあっては、内視鏡の
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3
処置具チャンネルへの挿入のしやすさを確保する上で、
閉じられた２つのカップの外径内に、リンク機構や軸受
を収めることが求められている。もし、リンク機構や軸
受が２つのカップの外径よりもはみ出ていると、そのは
み出た部分が処置具チャンネルの内面に引っ掛かってし
まい、スムーズに挿入されない場合が生じるのである。
そこで、上記交差型および非交差型では、ともにリンク
機構を構成する各リンクの板厚を薄くすることが、軸受
の細径化を図る１つの手段として講じられている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】上記交差型のリンク機
構２０Ａによれば、図３（ｂ）に示すように、実質的に
はリンク２１，２２が２枚重ねであることから、各リン
ク２１，２２の板厚は強度上十分な範囲に設定すること
ができる。ところが、上記非交差型のリンク機構２０Ｂ
では、図４（ｂ）に示すように、各リンク２１，２２が
４枚重ねの状態になるので、これらリンク２１，２２の
板厚は、交差型の場合と比べるとかなり薄くしなければ
ならない。また、開閉軸１０、ピン２３，２３、基端軸
２４で連結される４ヶ所の連結部のうち、ピン２３，２
３で連結される２ヶ所の連結部は、カップ１１が開くと
軸受３３から飛び出す。この状態のとき、ピン２３，２
３の回りの部材は回転や引っ張り、圧縮だけでなく、捩
りの力も受けることになる。このため、非交差型のリン
ク機構２０Ｂでは、特に各リンク２１，２２の連結部の
強度が不十分で耐久性に劣るおそれがあった。各リンク
２１，２２の強度を増大させるには材質の選択といった
手法が挙げられるが、この手法は、第２のリンク２２に
は適用可能であるものの、第１のリンク２１には不向き
である。何故ならば、第１のリンク２１はカップ１１に
一体に形成されており、そのカップ１１は、刃１１ａが
形成され得る材質でなければならないからである。した
がって、材質に制約を受ける第１のリンク２１の強度を
向上させて耐久性を確保することが課題となっている。
【０００９】よって本発明は、非交差型のリンク機構が
適用された生検鉗子において、リンク機構を構成するカ
ップと一体のリンクの薄肉化に伴う生検鉗子全体の細径
化と、リンク機構の耐久性の向上との両立が図られる内
視鏡用生検鉗子を提供することを目的としている。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
になされた本発明は、シース管内に挿通された操作ワイ
ヤと、該操作ワイヤの先端に取り付けられ、操作ワイヤ
の進退により開閉する一対の鉗子部材とを備えた内視鏡
用生検鉗子であって、一対の鉗子部材は、開閉自在に連
結され、かつ、互いに噛み合う刃が形成されており、さ
らに、各鉗子部材に一体に形成された第１のリンクと、
該第１のリンクと屈曲自在にピン結合される第２のリン
クとで構成され、第２のリンクそれぞれと操作ワイヤと
を連結することにより、操作ワイヤの進退動作を鉗子部
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材の開閉動作に変換する一対のリンク機構を備え、各リ
ンク機構は、互いに交差せずに隣接する非交差型であ
り、第１のリンクにおける第２のリンクへのピン結合部
に、厚肉部が形成されていることを特徴としている。
【００１１】本発明によれば、鉗子部材を操作ワイヤに
連結する非交差型のリンク機構は、鉗子部材と一体に形
成された第１のリンクと、操作ワイヤに連結される第２
のリンクとがピン結合されて構成されている。そして、
第２のリンクに対する第１のリンクのピン結合部に、リ
ンク機構の動作を妨げない範囲で厚肉部が形成されてい
る。この厚肉部により、第１のリンクのピン結合部の強
度を高めることができ、これに伴って、第１のリンクの
ピン結合部以外の部分の薄肉化を図ることができる。し
たがって、生検鉗子全体の細径化およびリンク機構の耐
久性の向上が図られる。
【００１２】
【発明の実施の形態】次に、図１および図２を参照して
本発明の一実施形態を説明する。図１（ａ），（ｂ）は
一実施形態に係る生検鉗子１が閉じた状態および開いた
状態をそれぞれを示す側面図、図１（ｃ）は図１（ａ）
のIＣ－IＣ矢視断面図である。また、図２は、図１
（ａ）のII－II矢視断面図である。
【００１３】これら図に示す生検鉗子１は、図４に示し
た生検鉗子と基本構成を同じくするものであり、開閉軸
１０を介して開閉自在に連結された一対のカップ（鉗子
部材）１１と、非交差型の一対のリンク機構２０と、操
作ワイヤ３０とから構成されている。各カップ１１のエ
ッジには、閉じた状態で噛み合う刃１１ａが形成されて
いる。
【００１４】カップ１１には、開閉軸１０から反対方向
に延びる板状の第１のリンク２１が一体に形成されてお
り、リンク機構２０は、この第１のリンク２１と、同じ
く板状の第２のリンク２２とにより構成されている。各
第１のリンク２１は互いに重なっており、これら第１の
リンク２１における揺動端部の外側に、それぞれ第２の
リンク２２の一端がピン２３によって揺動自在に連結さ
れている。そして、各第２のリンク２２の他端が１つの
基端軸２４を介して操作ワイヤ３０の先端に固定された
継手金具３１に揺動自在に連結されている。
【００１５】操作ワイヤ３０は、密着巻きコイル管から
なるシース管３２内に移動自在に挿入されており、シー
ス管３２の先端には、開閉軸１０および基端軸２４を支
持する円筒状の軸受３３が装着されている。軸受３３に
はスリット３３ａが形成されており、このスリット３３
ａにリンク機構２０が収納されている。
【００１６】なお、図１（ａ），（ｂ）では、図におい
て手前側の第２のリンク２２は、理解を容易とするため
に取り外した状態としている。実際には、図４と同様に
ピン２３と基端軸２４との間にわたって装着されてい
る。リンク機構２０は、図２に示すように、互いに交差
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することなく側方に隣接する非交差型である。
【００１７】図１（ｃ）および図２に示すように、各第
１のリンク２１における第２のリンク２２へのピン結合
部には、内側（第２のリンク２２とは反対側）に突出す
るボス（厚肉部）４０がそれぞれ形成されており、この
ボス４０に、ピン２３が貫通している。図１（ｂ）に示
すように、各ボス４０には、リンク機構２０が伸びた状
態でボス４０どうしの干渉が生じず、カップ１１が確実
に閉じられるようにするための切欠き４０ａがそれぞれ
形成されている。
【００１８】以上の構成からなる本実施形態の生検鉗子
１は、内視鏡に設けられた処置具チャンネルにシース管
３２を挿入して内視鏡の先端部の処置具出口から突出さ
せた状態で用いられる。使用にあたっては、操作ワイヤ
３０を押す（図１および図２で矢印Ｆ方向に進出させ
る）と、各リンク機構２０がピン２３を軸として屈曲
し、カップ１１が開閉軸１０を支点として開く。一方、
操作ワイヤ３０を引く（図１および図２で矢印Ｒ方向に
退行させる）と、各リンク機構２０は伸び、カップ１１
は閉じる。カップ１１が開いた状態で患部の組織を挟
み、閉じると刃１１ａが噛み合って組織を噛み取ること
ができる。
【００１９】本実施形態の生検鉗子１によれば、第２の
リンク２２に対する第１のリンク２１のピン結合部に、
リンク機構２０の動作を妨げない範囲でボス４０が形成
されている。したがって、このボス４０により第１のリ
ンク２１のピン結合部の強度を高めることができるとと
もに、第１のリンク２１のピン結合部以外の部分の薄肉
化を図ることができる。第１のリンク２１は、刃１１ａ
が形成されるカップ１１と一体であり、したがって、刃
１１ａが形成され得るような材質に限定される。このこ
とから、薄肉化によって強度不足になるおそれがあった*

6
*わけだが、本実施形態のように、第２のリンク２２への
ピン結合部にボス４０を形成することで、薄肉化と強度
の確保とを両立させることができるのである。その結
果、生検鉗子１全体の細径化およびリンク機構２０の耐
久性の向上が図られる。
【００２０】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の生検鉗子
によれば、鉗子部材を操作ワイヤに連結する２つのリン
クからなる非交差型のリンク機構において、鉗子部材と
一体のリンクにおける他方のリンクへのピン結合部に厚
肉部を形成したので、ピン結合部の強度が高まり、その
結果、リンクの薄肉化に伴う生検鉗子全体の細径化と、
リンク機構の耐久性の向上との両立が図られるといった
効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】  （ａ）は本発明の一実施形態に係る生検鉗子
の刃が閉じた状態を示す側面図、（ｂ）は刃が開いた状
態を示す側面図、（ｃ）は図１（ａ）のIＣ－IＣ矢視断
面図である。
【図２】  図１（ａ）のII－II矢視断面図である。
【図３】  （ａ）は従来の生検鉗子の一例を示す側面
図、（ｂ）は図３（ａ）のIIIＢ－IIIＢ矢視断面図であ
る。
【図４】  （ａ）は他の従来の生検鉗子の一例を示す側
面図、（ｂ）は図４（ａ）のIVＢ－IVＢ矢視断面図であ
る。
【符号の説明】
１…生検鉗子、１１ａ…刃、１１…カップ（鉗子部
材）、２１…第１のリンク、２２…第２のリンク、２０
…リンク機構、３０…操作ワイヤ、３２…シース管、４
０…ボス（厚肉部）。

【図２】
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的强度。
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